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女性も家庭大工、男性も料理や育児。やってみれば結構楽しいですよ。(サンフォルテ家庭大工サークルの皆さん)

県広報とやま

必込富山県

みんなで応援2000年国体
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月白。

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を

実
感

ジ
ャ
パ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
ブ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

W

-
世
界
三
大
野
生
生
物
映
像
祭
の
一

つ
「
ジ
ャ
パ
ン
・ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ω」
が
、
八
月
十
九
日

則
か
ら
二
十
二
日
ま
で
閑

話
催
さ
れ
ま
し
た
。

の楠

闇
こ
の
フ
エ
ス
テ
イ
パ

蹴
ル
は
平
成
五
年

phJ隔

げ
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も

『レ鵬
の
で
、
四
回
目
の
今

月
回
は
世
界
各
国
か
ら

刀
三
百
二
十
八
作
品
の

内
応
募
が
あ
り
ま
し
た
0

・
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
富
山
市
民
プ
ラ

ザ
に
設
置
さ
れ
た
五
つ
の
シ
ア
タ
ー
と

高
岡
・
黒
部
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で

は
、
最
終
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
二
十
二

作
品
を
中
心
に
上
映
。
最
終
日
に
は

授
賞
式
が
行
わ
れ
、
「
真
性
粘
菌
の
生

活
史
」
(
日
本
)
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得

し
ま
し
た
。

-
こ
の
ほ
か
、
素
潜
リ
の
元
世
界
記

録
保
持
者
ジ
ヤ
ツ
ク

・
マ
イ
ヨ
l
ル
氏

の
講
演
や
、
映
画
監
督
の
羽
仁
進
氏

に
よ
る
動
物
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
健
や
か
に
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
に
、
こ
の
夏
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
と
や
ま
県
議
会
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目リ由。

-
県
内
の
小
学
五

・
六
年
生
四
十
五

名
が
社
会
の
一
員
と
し
て
自
分
た
ち
の

将
来
や
郷
土
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
子

ど
も
と
や
ま
県
議
会
」
が
、
昨
年
に
引

き
続
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
七
月
下
旬
の
委
員
会
活
動
に
続
い

て
、
八
月
十
一
日
に
は
県
議
会
議
事

堂
で
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
に
つ
い

て
の
電
話
相
談
が
あ
れ
ば
よ
い
」
「
き 本会議で意見発表する子ども議員

っ
か
け
や
出
会
い
づ
く
リ
の
取
り
組
み

を
考
え
よ
う
」
コ
」
み
を
拾
う
だ
け
で

な
く
、
捨
て
な
い
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
広

め
よ
う
」
「
県
民
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
を

つ
く
ろ
う
」
な
ど
の
意
見
や
提
言
を
発

表
し
ま
し
た
。

環
日
本
海

子
ど
も
フ

ォ
ー
ラ
ム

日
H

内

4
内
，
』

/
I¥
 

月au 

-
対
岸
諸
国
と
富
山
県
の
子
ど
も
た

ち
に
、
共
通
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
り

あ
う
こ
と
を
通
し
て
国
際
感
覚
を
育
ん

で
も
ら
お
う
と
い
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
初

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中国の子どもたちによる意見発表

空の時代の幕開け
富山飛行場が開場

昭和8年10月8日(日)

と1933 

会
期
中
は
、
延
べ
約
三
万
五
千
人
の

観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

-
ひ
た
む
き
な
生
命
の
営
み
が
映
し
出

さ
れ
た
映
像
に
触
れ
る
こ
と
を
通
し

て
、
自
然
保
護
へ
の
関
心
が
高
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
広
報
課

企

0
7
6
(
4
4
4
)
3
1
3
4

/ 

~園田回目:w.、 ~ -
たくさんの観客て・にぎわった会場

-
八
月
二
十
二
日
に
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
会
議
に
は
、
中
園
、
韓
国
、

ロ
シ
ア
か
ら
十
二
人
、
県
内
か
ら
五

十
人
の
中
学
一
年
生
が
参
加
。
「
学
校

で
の
ス
ト
レ
ス
解
消
」
や
「
友
達
と
の

け
ん
か
や
い
じ
め
へ
の
対
応
」
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
最

後
に
、
三
十
一
世
紀
は
私
た
ち
の
時

代
で
あ
り
、
私
た
ち
が
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
な
ど
五
項
目

か
ら
な
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

十

歳
立
山
夢
登
山

口同内。
内
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同
月au 

瞳
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
タ
|
二
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
い
わ
れ
る
十
二
歳
の
子
ど

も
た
ち
に
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
厳
し

さ
を
体
感
し
て
も
ら
い
、
大
人
へ
の
自

覚
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
「
十
二

歳
立
山
夢
登
山
」
が
、
八
月
二
十
三

日
と
二
十
四
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

-

一
日
目
は
、
立
山
博
物
館
で
立
山

の
自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
あ

と
、
弥
陀
ケ
原
で
、
厳
し
い
自
然
環
境

の
中
で
生
き
る
高
山
植
物
な
ど
を
観

察
。
夜
に
は
宿
泊
先
の
立
山
荘
に
国

際
的
な
数
学
者
。ヒ
ー
タ
ー
-
フ
ラ
ン
ク

ル
さ
ん
を
迎
え
、
夢
を
語
り
あ
い
ま
し

た。圃
二
日
目
は
、
強
い
風
雨
の
た
め
、
雄

県広報と骨ま 1999.10・ 1

婦負郡倉垣村(現:富山市布目)で建設が

進められていた県営富山飛行場が完成し、

この日、開場式が挙行された。翌年5月に

は、全国初の地方航空路線として東京便

が就航、名古屋と大阪への路線も開設され

たほか、満州や朝鮮への路線の構想、もあ

った。飛行場は、富山県を 「対岸との交通

通商の中心地たらしむ」ことによって 「本

県繁栄の一大基礎Jを築くものとして大き
な期待を集めたのである。しかし、やが

て太平洋戦争が勃発。飛行場は軍用化さ

れ、敗戦後は農地に復元されてしまった。

富山県に再び空の時代が訪れるのは、現在

の場所に富山空港が開港した1963(昭和
38)年、対岸諸国への航空路線としてソウ

ル便が実現

するのは

1993 (平成
5)年のこと

である。

本髭は古紙100%ι満生紙を使用しています.
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月。
J
曹

デ
ザ
イ
ン
と
情
報
で

県
内
企
業
を
応
援
!

サ
ン
・
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

-
高
岡
市
戸
出
の
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
で

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
2
畠
山
県
総

合
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」

-富
山
県
産
業

高
度
化
セ
ン
タ
ー
」
「
高
岡
市
デ
ザ
イ

ン
・
工
芸
セ
ン
タ
ー
」
の
三
施
設
が
、

九
月
三
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

-

「
富
山
県
総
合
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ

ー
」
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
県
内
企

業
を
支
援
す
る
施
設
で
、
デ
ザ
イ
ン
性

や
機
能
性
の
高
い
「
売
れ
る
モ
ノ
づ
く

り
」
を
商
品
企
画
段
階
か
ら
デ
ザ
イ
ン

山
登
山
を
中
止
し
て
室
堂
付
近
を
散

策
。
雷
鳥
に
出
会
う
幸
運
に
恵
ま
れ

た
も
の
の
、
冬
の
よ
う
な
寒
さ
の
中
、

山
の
厳
し
さ
に
接
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
感

じ
た
よ
う
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
の
学
校
生
活

で
は
昧
わ
え
な
い
体
験
を
通
し
て
、
自

信
や
友
情
な
と
未
来
に
向
け
た
可
能
性

を
手
に
し
ま
し
た
。
県
で
は
、
引
き
続

き
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
の
た

め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

-
問
合
せ

三
J

ど
も
と
や
ま
畠
m
議
会
」

「
十
二
歳
立
山
夢
登
山
」

県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

2
0
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4
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司
環
日
本
海
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

県
庁
児
童
家
庭
課
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高山植物についての説明を聞く子どもたち

開場当時の富山飛行場

開
発
、
流
通
販
売
に

一
至
る
ま
で
総
合
的
に

乃
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

汁

・

「
富
山
県
産
業
高

引
度
化
セ
ン
タ
ー
」
は
、

計
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

鵬
よ
る
商
品
情
報
の
発

劃
信
な
ど
を
通
し
て
業

務
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
「
高
岡
市

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
セ
ン
タ
ー
」
は
、
高

岡
の
伝
統
技
術
移
生
か
し
て
ク
ラ
フ
ト

製
品
の
開
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。

-
三
施
設
共
通
の
愛
称
は
「
サ
ン
・
セ
ン

タ
ー
」
。
三
つ
の
施
設
が
連
携
し
て
、
地

域
の
産
業
を
太
陽
の
よ
う
に
問
る
く
照

ら
し
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

-
問
合
せ
県
総
合
平
弁
J

イ
ン
セ
ン
タ
ー
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県
有
地
を
一
般
向
け

に
売
却
し
ま
す
。

-
県
で
は
、
公
共
的
な
利
用
が
今
後

見
込
ま
れ
な
い
県
有
地
を
県
民
の
皆
さ

ん
に
売
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

園
こ
れ
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
主
な
ね
ら
い

で
、
県
有
地
を
広
く
一
般
向
け
に
売

却
す
る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
す
。

聞
主
な
売
却
予
定
地
は
、
富
山
公
共

職
業
安
定
所
跡
地
、
県
職
員
用
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
運
輸
省
職
員
宿
舎
跡
地

(
以
上
富
山
市
)
、
警
察
職
員
宿
舎
跡
地

(
高
岡
市
伏
木
)
、
駐
在
所
跡
地
(
新
湊

市
、
上
市
町
)
な
ど
で
す
0

・
売
却
面
積
、
建
築
条
件
、
購
入
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
問
合
せ

県
庁
管
財
課

包

0
7
6
(
4
4
4
}
3
1
7
2

2・県広報t"13ま 1999.10
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交
流
拡
大
に
向
け

期
待
を
集
め
る
N
E
A
R
引

約

一
六

O
社
を
数
え
、
北
東
ア
ジ
ア
の
経
済

交
流
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。

N
E
A
R
幻
は
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経

済
交
流
を
活
性
化
さ
せ
て
、
新
た
な
地
域
経

済
圏
が
形
成
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
、

富
山
県
、

H
本
貿
易
振
興
会
(
ジ
ェ
ト
ロ
)

及
び
N
E
A
R
幻
推
進
会
議
が
開
催
す
る
総

合
的
な
経
済
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

展
示
商
談
会
、
投
資
環
境
説
明
会
、
対

岸
諸
国
の
情
報
を
提
供
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
「
人
」「
も
の
」「
情

報
」
が
、
文
字
ど
お
り

一
堂
に
会
し
ま
す
。

中
で
も
目
玉
と
な
る
の
が
、
今
回
初
め
て

行
わ
れ
る
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
韓
国
、
ロ

シ
ア
の
企
業
に
よ
る
展
示
商
談
会
で
す
。
出

展
企
業
は
、
当
初
の
予
想
を
大
き
く
上
回
る

地
方
自
治
体
の
役
割
が
大
き
い

北
東
ア
ジ
ア
の
経
済
交
流

北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
交
流
は
、
地
方
レ
ベ

ル
の
交
流
が
進
ん
で
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
。一九
九
六
年
(
平
成
八
年
)
に
は
、
こ
の

地
域
の
自
治
体
に
よ
る
交
流
・
協
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
地
域
全
体
の
発
展
と
平

和
を
め
*さ
そ
う
と
い
う

「北
東
ア
ジ
ア
地
域

自
治
体
連
合
」
が
設
立
さ
れ
、
現
在
、
日

本
・
中
国

・
モ
ン
ゴ
ル
・
韓
国

・
ロ
シ
ア
の

五
カ
国
三
十
四
自
治
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
は
現
在
、
同
連
合
の
議
長
県
で
あ

る
と
と
も
に
、
環
境
分
科
委
員
会
等
の
コ

l

デ
ィ
ネ
l
卜
自
治
体
存
務
め
て
い
ま
す
が
、
同

連
合
で
は
環
境
と
並
ん
で
経
済
交
流
に
対
す

る
関
心
が
高
く
、
昨
年
十
月
に
富
山
で
開
催

さ
れ
た

「北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
会
議

明
」
に
お
い
て
も
、
商
談
・
交
流
の
機
会
の

提
供
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

N
E
A
R
n
は
、
こ
の
提
言
に
沿
う
形
で

富
山
県
が
提
案
し
た
も
の
で
、
地
方
主
導
で

進
む
北
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
の
第

一
歩
と
い
え
ま
す
。

有機的な結びつきを持つ

NEAR21の
五つのキーワード

※NEAR211o:iNorth East Asia Region Economic Exchange EXPO toward 21 Jの略称です。

からめ

日本海など北東アジアの地図を眺めてみてください。富山県が、その扇の要

に位置していることが分かります。 10月13日から15日までの3日間、富

山市のテクノホールをメイン会場に開催されるNEAR21(北東アジア経済交

流EXPO)は、この地域を対象とする初めての総合的な経済交流イベン卜。

北東アジアが21世紀に大きく飛躍するきっかけとして期待されます。今月

の特集では、このNEAR21についてご紹介しましょう。

富
山
を
拠
点
に

北
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
の
実
現
を

富
山
県
は
、
対
岸
諸
と
の
交
流
の
中
心

的
な
場
所
に
位
置
し
、
ソ
ウ
ル
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
、
大
連
と
定
期
航
空
路
線
で
結
ぼ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
航
路
も
釜
山
、

大
連
、
ボ
ス
ト
l
チ
ヌ
イ
と
の
聞
に
就
航
し

て
い
る
な
ど
、
交
流
拠
点
と
し
て
の
条
件
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

N
E
A
R
n
の
開
催
は
、
対
岸
諸
国
の
経

済
関
係
者
に
、
日
本
市
場
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
(
出
入
口
)
と
し
て
の
富
山
の
位
置
づ
け

を
強
く
印
象
づ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
近
い
将
来
、
北
東
ア
ジ
ア
経
済
圏

が
実
現
し
、

富
山
が
対

岸
諸
国
と
の
交
流
の
中
核

拠
点
と
し
て
の
地
位
を
確

ハ

入

立
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

i
l
-
-
{

富
山
県
の
経
済
発
展
に
と

J
/

っ
て
大
き
な
効
果
が
あ
る

ア
J

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ι

…

-富山県とαす岸諸国と¢経済交流
.定期航空路 ・進出企業数@業所を含む)
ソウIlハ・・・・・ 0・1週 41更 中国 ・・ 0・0・ ...........41社
大連ヘ ー 週 21更務国 ・ー 1 8社
ウラジオストクヘ ー・…週2便 ロシア ー・ 4ネ土
・定期航路 合計 ・・・・ 63社

釜山へ ー ー 一 逓4便 出所 f富山県企業の，垣外事糞所調査J
大連(青島・上海)へ・・・週 li更 側)とやま国際センター
ポストーチヌイヘ ー 月1便

発
展
の
可
能
性
を
秘
め
た

北
東
ア
ジ
ア
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北
東
ア
ジ
ア
地
域
(
日
本

・
韓
国

・
北
朝

鮮

・
中
国
東
北
部
・
ロ
シ
ア
極
東
地
域
・
モ

ン
ゴ
ル
)
は
、
豊
か
な
資
源
、
質
の
高
い
労

働
力
、
高
度
な
技
術
な
ど
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

お
互
い
の
特
徴
を
補
完
し
あ
う
こ
と
で
、
新

た
な
地
域
経
済
圏
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性

が
大
き
い
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
地
域
で
は
、
国
に
よ
っ
て
商

習
慣
や
諸
制
度
が
異
な
る
こ
と
や
、
企
業
情

報
な
ど
の
収
集
が
難
し
い
こ
と
な
ど
が
、
経

済
交
流
の
拡
大
を
妨
げ
る
要
因
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

北
東
ア
ジ
ア
地
域
が
、

二
十

一
世
紀
に
お

い
て
大
き
く
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、

一一
層
の

貿
易
拡
大
、
投
資
の
促
進
、
人
材
・
技
術
の

交
流
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
る
た
め
に

必
要
な
情
報
の
交
流
が
必
要
で
す
。

ノ

-対岸詰固との貿易額の比較

青森 戸司 I 1._ 1_ 1 
開園・ 嶋園、中園、ロシア、北朝鮮との

秋田 ，... I 繍出入総額(平成9年上半期)

山形

新潟

富山

石川

福井

京都

鳥取

島被

山口

3
0
0
0傭
円

。
2
5
0
0憧
円

6
0
0億
円

5
0
0億
円

4
0
0億
円

3
0
0億
円

2
0
0億
円

1
0
0億
円

モンゴル
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特集 北東アジアの飛躍に向けて、 NEAR21 

北東アジア文化交流フェア
対岸諸国各地域の文化・観光・産業などを紹介、今まで

知らなかった北東アジ、アと出会えます。

NEAR21は、いずれの催しも入場無料です。新しいビジ

ネスチャンスを見いだそうという方や、北東アジアの交流に

関心のある方の入場をお待ちしています。

Z
O
一
い
〈
三
庄
O
比一五

NEAR21展示商談会
北東アジア4力国からの出展による初めての展示商談会。

160もの企業の商品が一堂に会します。

会場には、無料の通訳も配置。また、海外の出展企業の

二一ズと日本企業の二一ズを事前に調整する「事前マッ

チング方式」が採用されるなど、商談が効果的に行われ

るよう配慮されています。

北東アジア経済交流シンポジウムinとやま
21世紀の北東アジアを舞台としたビジネス交流の展開を

テーマlこ、具体的なビジネスチャンスを探ります。

日時/ 10月 13日 (水) ~ 15日(金)

午前10時~午後5時(最終日は午後3時まで)

会場/テクノホール大展示場

日時/10月13日(水)

午後 1 時30分~4時45分

会場/富山国際会議場「大手町フォーラム」

NEAR21デザイン展
中国、韓国、日本のパラ工ティー豊かな魅力あふれるデ

ザイン作晶を紹介します。

NEAR21は、これまで収集が難しかった対岸諸国のビ‘ジ

ネス情報を手軽に収集できる絶好の機会です。ぜひ

NEA円21に参加して、とれから発展が期待される北東ア

ジアでのビジネスチャンスをつかんでください。

ト
Z
凶
〉
凶

↑
N
広
〈
凶
之

[出展内容1
・部品・資材コーナー

一般機械・部品、電気電子機器

建築資材など

@一般消費財コーナー

食品、衣類、雑貨、木製品、石材製晶、冶金製品など

.投資 ・技術コーナー

投資 ・技術交流案件の紹介

面--.!竺 中国 モンゴル .園 ロシア E十

出展地域 黒磁江省ミ吉林省、 ウフンJ(ートル 江原道、忠清北道、 ワハ共和国、治;毎

遼寧省な、河ど南省、 主主と 忠清南道、金権北 地方、ハパロフス

山東省 道、 慶尚北道、慶 ク地方、アムール
尚南道主主ど 州、力ムチャッ力

州ユダ、マヤガ自ダ治ン州州、ノ、

ポシビルスク州、

極東ヴパイカル
協会主Eど

部晶資材 19社 24社 14社 57社

一般消費財 27社 6干土 31社 14社 78社

没資妓術交流 15干土 3干士 7社 25社

計 61社 6干土 58社 3510土 160社

日時/10月13日(水)-----15日(金)

午前10時~午後5時(最終日は午後3時まで)

会場/テクノホール大展示場

部品、輸送機械部品、

北東アジア・エネルギーシンポジウム
北東アジアのエネルギーと環境をテーマに、天然ガスの

利用可能性など21世紀に向けたエネルギー開発の展望に

ついて話し合います。

日時/10月15日(金)

午後1時-----5時30分

会場/富山国際会議場 「大手町フォーラム」

海外事業展開支援セミナー

海外人材育成促進セミナー

海外への事業展開を支援する各種機関による説明会。

「あればいいのに」と思っていた支援制度が見つかります。

日時/ 10月 12日 (火)~26日(火)

午前9時~午後5時
会場/富山県産業高度化センター

(高岡市オフィスパーク内)

く記念フォーラム>

テーマ/中園、韓国、日本のくらしとデザイン

日時/10月12日(火)

午後 l 時 ~5時

会場/富山県産業高度化センター

県民の皆さんへ

NEA円21では、文化交流フェアやシンポジウムなど、一

般の方に関心を持っていただける催しも開催されます。ど

うぞお気軽にご来場いただき、北東アジア地域のダイナミ

ズムに触れてみてください。

-問合せ・己意見は、

NEAR21インフォメーションセンターヘ

合 076(432) 1083 FAX 076 (444) 7903 

詳しい情報はインターネットでもご覧になれます。

http://www.pref.toyama.jp/sections/1302/ 

kannihon/index.htm 

日時/10月15日(金)

午前9時~午後4時30分
会場/テクノホール会議室

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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北東アジア投資環境説明会inとやま
対岸諸国の経済情勢、投資環境、投資優遇政策芯どにつ

いての説明会と進出企業による事例紹介。刻々と変化す

る投資環境が分かります。

N
E
A
R
引
は
富
山
に
と
っ
て
も

大
き
な
チ
ャ
ン
ス

日時/10月14日(木)午前10時~午後5時

会場/テクノホール会議室

※遼寧省の説明会は、 1 0月 13日(水)午後5時~6時に富山国際会議場

多目的会議室で開催します。

宇都木博さん

日本貿易振興会(ジ‘ェ ト口)
富山貿易情報センタ一所長

北
東
ア
ジ
ア
は
、
お
互

い
の
足
り
な
い

部
分
を
補
完
し
あ

っ
て
こ
そ
経
済
発
展
が

可
能
に
な
る
地
域
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
は

二
国
間
交
流
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

N
E
A
R
n
は
、
こ
の
地
域
で
初
め
て

の
多
国
間
経
済
交
流
の
試
み
で
、
北
東
ア

ジ
ア
経
済
圏
の
実
現
に
向
け
た
実
質
的
な

第

一
歩
と
い
え
ま
す
。

富
山
県
は
、

産
業
の
構
成
が
、

電
子

・

機
械

・
金
属

・
プ
ラ
ス
テ
ィ

ッ
ク
・
漆
器
な

ど
、
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
し
、
対

岸
諸
国
と
の
定
期
航
空
路
線
や
定
期
航
路

も
充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、
経
済
交
流
の

拠
点
と
し
て
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で

N
E
A
R
幻
は
、
北
東
ア

ジ
ア
の
発
展
の
き
っ
か
け
で
あ
る
と
と
も
に
、

富
山
県
に
と

っ
て
も
、
こ
の
地
域
の
経
済

交
流
の
中
核
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
官
民
あ
げ
て
北
東
ア
ジ

ア
の
経
済
交
流
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
ね
。

会場のご案内 ・・・

会期中は富山市内の各会場を結ぶ
無料シャトルノTスを運行します。

目経路

富山駅前(日通前)ー富山国際会議場一
テクノホール~富山空港

※航空ダイヤに合わせて経由

-富山国際会議場「大手町フォーラムj

JR北陸本様

-時間

富山駅前発 9:30-16:30(約20分間隔)

テクノホ-)げ'e10:50-18:30 (約20分間隔)

.富山県産業高度化センター
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クロ
ー
ズ

札 OSE山…男女協同…ざして 1 

みのりある
男女協同社会を
めざして

女性が男性とともに社会のあらゆる分野に参画することを通して、生活者

の視点やニーズが反映された住み良い豊かな社会の実現をめざす。

男
女
が
社
会
の
あ

5
ゆ
る
分
野
に
平
等
に
参

画
し
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

「
み
の
り
あ
る
男
女
協
同
社
会
」
を
実
現
す

る
た
め
、
県
は
平
成
九
年
に
「
と
や
ま
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

プ
ラ
ン
の
四
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
、
そ
の

進
み
具
合
を
検
証
し
て
み
ま
す
。

男
女
協
同
社
会

他
県
で
は

「男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
い
ま
す
が
、
本
県
で
は
、
よ
り
多
く
の
力
を

合
わ
せ
、
気
持
ち
を

一
つ
に
し
て
取
り
組
む
と
い
う

意
昧
で

「男
女
協
同
社
会
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

い
ま
す
。

女性の働く権利を尊重し、男女が互いにパートナーとして向き合う

ことを通して、働く場における実質的な男女平等を確保する。

職場と家庭・地域での

生活との両立支援

8・

園女性委員登用率の推移

目懐炉

政策・方針決定の場への

男女共同参画
25%超

平
成
m
M
年
度

自
得
)

今年6月現在の女性委員萱用率は22.4%で、全国
的に見て高い水準にあります。県では引き続き、
目標達成に向け、努力していきます。

男性生活講座 は 13¥たりの子育て
男性の生制~ 11 応援講座

対叡/県内在住の男性 11 
十 l 対IR/

旦園出一一一一一一一 [I 原則として幼兜を持つカップ')[，
陰4IIJ !I :_. 

10/23(土)、11/6(土): i I 10月30日(土)
O(土上11/27(土) i I 14:∞-16:30 
Z!P..J・Ii'J_ I.1 三11..J'凶 E・・
10月9日(土) 目 10月16日(土)

サンフォルテでは、この他にもいろいろ忽事業を開催しています.お気軽にご参加ください。
・間合ゼft076(432) 4500 

男女の役割を固定的にとらえる考え方や祉会習

慣を解消し、一人ひとりの個性が尊重され多様

性が認められる社会の実現をめざす。

20% 

。

15% 

10% 

5% 

人権としての性の尊重

管理的部門や指導的地位への女性登用の一環

として、 「県の審議会等の女性委員の割合を

平成12年度末までに25%を超えるようにす

るJという目標を設定しています。

男女協同社会推進体制の

整備

富山県

女性総合センター
(サンフォルテ)

主な事業予定

身の回りの物を自分で作るノウハ
ウを学ぷ家庭大エサークル

県民自らが主体的に男女協同社会の実現に向

けて取り組んでいく活動拠点として富山県女

性総合センター (サンフォルテ)を設置し、

女性の工ンパワーメ

ント (意識と能力を

高め、発言し、行動

していくこと)や、

男性の理解促進のた

めの事業を展開して

います。

暴力等の問題や悩みを抱える女性に対する

相談 ・助言 ・支援の充実に努めています。
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-サンフォルテ相談室で受けた相談内容
(平成10年度)

サンフォルテでは、 面
接や電話による個別相
践のほか、同じ悩みを
持つ人同士で話し合う
グループ相駿などを実
施しています。

学校教育の中での

男女平等

人格形成に大きな役割を果たす学

校教育において、男女共同参画の

意識づくりを進め

ています。

県では高校生向けに作成し
た副読本を、家庭科などの
補助教材と して活用してい
きます。

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る

た
め
の
意
識
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
に
よ
る
豊
か
な
社
会
の
創
造

-とやま男女共同参画プランの目標と進惨状況

プラン策定時

1.933時間
(平成7年)

506床
(8年3月)

55施設
(8年3月)

2.385人
(8年3月)

411人
(8年3月)

84ヵ所
(8年度}

5.454人
(7年10月)

19ヵ所
(8年度)

61ヵ所
(8年度)

ホームヘルJ(ー (常動~.)

延長保育
(.ね71ーから1自崎署飼えて行う保育)

低年齢児(0-2歳児)保育

一時的保育

働く男女が育兜や介護などの家庭生

活の時間を確保し、共に担えるよう

にするため、労働時間の短縮や職場

中心意識の変革をめざしています。

働
く
場
に
お
け
る

男
女
平
等
の
確
保

放課後児童クラブ数男女が健康で生きがいを持ち、いき

いきと生涯を送ることができる長寿

社会を築くとともに、育児や介護の

負担を社会全体で支援する。
※l平成10年度の県内の年間総労働

時間は1.913時間となっており、

目標の達成は厳しい状況です。労

働時間短縮に向けた気運の一層の

高まり力漂められます。

※2県では、高齢者等(])f'r護を社会全

体で支援していくための基盤整備

何 ?護サーヒス¢涜実にヲ|き続き努

めていきます。県民の皆さんも、こ

れらのサーヒス力泌要に忽った場合

には積極的に己利用くださし、

子どもを健やかに育てら

れる環境の整備

育児と就労を両立できるようにする

ため、保育サービスの充実や地域に

おける子育て支援など環境の整備に

努めています。

高齢者福祉の充実

高齢者等の介護を担っている女性の負担

を軽減するため、ホームヘルプサービス、

ショートステイ、デイサービスなど、介

護支援体制の充実に努めています。

健
康
づ
く
り
と

福
祉
の
向
上

男
女
が
と
も
に
幸
せ
で
あ
る
た
め
に
!

一
人
ひ
と
り
の
実
践
が
男
女
協
同
社
会
を

実
現
す
る
力
で
す
。

プ
ラ
ン
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

計
画
目
標
を
設
定
し
て
お
り
、
県
で
は
、
そ
の

実
現
を
め
ざ
し
て
引
き
続
き
努
力
し
て

い
き
ま

す
。た
だ
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
見
交
共
同

参
画
を
阻
む
大
き
な
障
害
の
ひ
と
つ
は

「引
は

仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
う、

長
い
時
間
を
か

け
て
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
。
そ
の
意
味
で
は
、

計
両
推
進
の
主
役
は

背
さ
ん

一
人
ひ
と
り
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

今
年
六
月
に
公
布

・
施
行
さ
れ
た

「男
友
共

同
参
両
社
会
基
本
法
」
で
は
、

「
同
」
「
地
方
公

共
川
体
」
と
と
も
に

「同
民
」
の
責
務
が
規
定

さ
れ
、
す
べ
て
の
同
民
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
男
女
共
同
参
画
に
努
め
る
よ
う
定
め
ら
れ

キ品
1
ν
h
~
。

男
女
が
比
ハ
に
能
力
を
発
揮
し
、

立口
ぴ
も
責
任

も
分
か
ち
合
う
社
会
は
、

ル久
性
ば
か
り
で
な
く

男
性
に
と
っ
て
も
幸
せ
な
社
会
で
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
思
っ
て
き
た

社
会
通
念
や
慣
習
を
見
直
し
て
、
で
き
る
こ
と

か
ら
男
友
共
同
参
画
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

-
問
合
せ
ご
意
見
は
、

県
庁
女
性
青
少
年
課
ま
で

8
0
7
6
(4
4
4
)
3
1
3
7
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-
男
女
共
同
参
画
推
進
員
の
活
動
に

園
協
力
を
!

県
で
は
、
プ
ラ
ン
を
一

人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
に
理
解
し
、
実
践
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

各
小
学
校
区
に
二
名
す
つ
の
男
女
共
同
参
画

推
進
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

推
進
員
が
実
施
す
る
講
演
会
や
講
座
に
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
男
女
協

同
社
会
が
男
女
を
問
わ
す
住
み
良
い
社
会
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

~ 

内
一'

-男女共同参画社会基本法のイメージ

8・ 県広報と刊ま 1999.10
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園回目題園圏困

森
の
空
気
に
は
、

気
持
ち
の
い

パ
ワ
ー
が
い

い
自
然
を
体
験
し
よ
う
。

遊
ぶ
、
つ
く
る
、
食
べ
る
、
ふ
れ
あ
う
緑
の
フ
ィ
ー
ル
ド
。

丸太でつくった砦や滑り台など遊具がいっぱいの

「冒険の森J。子どもたちの人気スポット。

とやま感動案内

隣接する林業試験場の実験林。遺伝子の採

取などを行っている。

4・

グリーンパーク吉峰
「グリーンパーク吉峰J

っ
ぱ
い

誰もが気軽にできるパークゴルフ。 2000年国体のデモン

ストレーション競技にも芯っている。

別荘感覚で宿泊できるコテージ。内部

はバリアフリー設計になっている。

家族や友人とアウトドアを満喫できるオー トキャ

ンブ場。各サイトlこ水場があるので快適。

30万坪の豊かな森に、レジャー・宿泊施

設が点在する自然体験パーク。グリーンツ

ーリズム事業として、平成2年かう整備が
始まり、 9年にグランドオーブンした。今
年4月に、「とやま健康の森Jに指定。宅地
の造成も行われ、都市部と農村部の交流を

図る拠点となっている。県の林業普及セン

ターや林業試験場、樹木固などが隣接して

おり、遊びなが5森と自然に親しむことが
できる。

「展示八ウスjでは、小物からテーブルまで、

さまざま芯木工品を展示・販売している。

「よしみね交流館jでは、農産物や民芸晶などを販売

している。月替わりで企画展示も行っている。

。

木工製作が体験できる「モックよしみ

ねJは人気が高い。ミニチユアの椅子や
三二フランターなどをつくることがで

きる。

森の中のバーベキューは、ひときわ楽しい。350人まで収容

でき、県内最大規模を誇る。

よしみねハイツ内のレストラン柳水では、

立山薬膳料理が食べられる。有機米コシヒ

力リを使うなど、素材も吟味されている。

営業時間/よしみね交流館午前10時~午後6時
ゆ~ランド午前10時~午後8時30分
バーベキュー広場午前11時~午後8時
展示ハウス午前10時~午後5時

利用料金/よしみねハイツ宿泊9.000円~
コテージ 1棟 11.500円
オートキャンブ場 3.000円~
ゆ~ランド大人600円小人300円
/てークゴルフ大人600円

休業日/年中無休(ただし、オートキャンプ場、
J Cーペキュー広場、セットハウス、展
示八ウスは、 12月~3月冬期休業)

問合せ/ft076(483) 2828 
ホームページ/http://www.yoshimineor jp 

-電車で
富山地方鉄道岩断寺駅から徒歩20分

.自家用車で

北陸自動車道立山ICから20分

グリーンHーク吉峰からプレゼントがあります。
詳しくは13ページをご覧ください。

喫茶カモミールの自家製バウンドケーキは

J¥ーブ入り。添加物を使わない自然の昧。

天然温泉100パーセン トの「ゆ~ランドj。無色透明の単純

泉で、疲労回復芯どに効果がある。

J¥ーブ園では、ラベンダーやタイムなど

13種のハーブを栽培している。

県広報と刊ま 1999.10・9

心
と
体
が
軽
く
な
る
、
森
の
中
の

体
験
パ

l
ク
。

見
渡
す
か
ぎ
り
緑、
が
続
き
、
見
て
い
る
だ

け
で
心
が
す
が
す
が
し
く
な
る
よ
う
な
森
。

そ
の
中
に
広
が
る
グ
リ
ー
ン
パ

l
ク
吉
峰

は、

「森
を
体
験
す
る
」「
木
を
体
験
す
る
」

「自
然
の
食
を
体
験
す
る
」
の
三
つ
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

「森
の
体
験
」と
は
森
林
浴
の
こ
と
。森
の
中

を
歩
く
と
、
疲
れ
が
と
れ
て
、
さ
わ
や
か
な

気
分
に
な
る
。
こ
れ
は
、
樹
木
か
ら
発
散
さ

れ
る
フ

ィ
ト
ン
チ

ッ
ド
と
い
う
成
分
を
呼

吸
す
る
た
め
。
特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て

も
、
こ
こ
に
い
る
だ
け
で
森
林
浴
が
で
き
、

知
ら
な
い
う
ち
に
心
も
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
し
て
い
る
の
だ
。

も
っ
と
積
極
的
に
森
を
体
験
し
た
い
人
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
内
に
つ
く
ら
れ
た
遊
歩
道
を

散
歩
し
よ
う
D

い
ろ
い
ろ
な
コ

l
ス
が
選

べ
て
、
迷
わ
な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

る
。
運
が
よ
け
れ
ば
、
ギ
フ
チ

ョ
ウ
や
カ
モ

シ
カ
と
出
会
う
こ
と
も
あ
る
。

木
と
親
し
む
、
自
然
と
親
し
む
。

「木
の
体
験
」
は
、
木
工
製
作
を
楽
し
み
、

木
と
親
し
む
と
と
。
木
工
加
工
場

「モ
ッ

ク
よ
し
み
ね
」
で
は
、

立
山
杉
の
間
伐
材

を
利
用
し
て
木
工
品
を
製
作
で
き
る
。
建

物
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
木
の

香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
小
物
な
ど
を
つ

く
る
楽
し
み
を
味
わ
え
る
。

「よ
し
み
ね
ハ
イ
ツ
」
で
は
、
薬
草
を
取
り

入
れ
た
立
山
薬
膳
料
理
の
メ
ニ

ュ
ー
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
日
帰
り
で
も
気
軽
に

「自

然
の
食
を
体
験
」
で
き
る
。
ま
た
、

「よ
し

み
ね
交
流
館
」
の
喫
茶
カ
モ
ミ
ー
ル
で
は
、

ハ
l
ブ
入
り
の
ケ
l
キ
や
お
茶
が
人
気
メ

ニ
ュ
ー
。
自
然
の
力
が
体
の
中
に
溶
け
込

ん
で
、
不
思
議
に
元
気
に
な

っ
て
く
る
よ

う
だ
。

ア
ウ
ト
ド
ア
派
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

派
も
自
分
流
で
楽
し
め
る
。

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
吉
峰
へ
は
、
た
っ
ぷ
り
の

時
間
と
遊
び
心
を
持

っ
て
い
こ
う
。
思
い

き
り
遊
ぶ
、
ゆ

っ
た
り
す
る
、
自
然
と
ふ
れ

あ
う
。
そ
れ
ら
を
か
な
え
て
く
れ
る
場
所

な
の
だ
か
ら
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー

ベ
キ

ュ
ー
も
で
き
る
し
、
ス
ポ
ー
ツ
派
は

パ
l
ク
ゴ
ル
フ
、

子
ど
も
た
ち
は
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
の
冒
険
の
森
で
歓
声
を
上
げ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
自
然
の
森
が
い
ち
ば
ん
の

プ
レ
イ
ゾ
l
ン
だ
ろ
う
。

天
然
温
泉
で
の
ん
び
り
し
た
り
、
コ
テ
l

ジ
で
宿
泊
し
て
ゆ

っ
く
り
時
間
を
過
ご
し

た
り
、
思
い
思
い
に
楽
し
め
る
。

森
に
来
る
と
、
開
放
感
や
見
え
な
い
森
の

力
が
、
爽
快
感
を
与
え
て
く
れ
る
。
自
分

の
中
の
何
か
が
新
し
く
な
る
感
じ
が
す
る
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
忘
れ
て
い
た
も
の
か

も
し
れ
な
い
。

こ
こ
は
、
森
と
ま
ち
の
交
流
を
生
み
出
す

パ
l
ク
。
自
然
の
心
地
よ
き
を
五
感
で
感

じ
て
し
ま

っ
た
人
は
、
き

っ
と
何
度
で
も

訪
れ
る
だ
ろ
う
。

10田 県広報と哲彦 1999.10
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若者たちのネットワークを

広げる大学生

徳村裕介さん
(とくむ5ゅうすけ)

人物e
7

cifeも
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
人
と
会
い
た
い
、
何
か
を
発
見
し
た
い
。
若
者
た

ち
の
そ
ん
芯
思
い
を
か
た
ち
に
す
る
活
動
が
あ
る
D

と
や
ま
若
者
ネ
ツ

パ

ワ

l

才

ブ

ツ

っ

モ

ロ

l

ト
ワ
ー
ク
推
進
交
流
事
業
「

p
o
w
e
r
o
f
T
o
m
o
r
r
o
w」

で
あ
る
。
徳
村
さ
ん
は
、
そ
の
実
行
委
員
長
老
つ
と
め
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。
「
い
ろ
い
ろ
な
人
と
知
り
合
う
こ
と
で
、

考
え
方
が
広
が
っ
て
い
く
ん
で
す
」
と
、
徳
村
さ
ん
は
出
会
い
の
す
ば

う
し
さ
を
語
る
。
彼
は
、
阪
神
大
震
災
を
機
に
結
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ

ハ

ポ

ッ

ト

ィ
ア
グ
ル
ー
プ

H
A
V
O
T
(阪
神
淡
路
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
オ
ブ

と
や
ま
)
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。
社
会
へ
の
関
心
を
高
め
た
若
者
た

ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
や
が
て
地
域
を
つ
く
る
力
に
な
っ
て
い
く
。

い
ろ
ん
な
人

て
、
い
ろ
ん

知
り
た
い
。

たち人物カフェ

1977年生まれ
富山市在住

Power of Tomorrow実行委員長

ホームページを開設し、インターネットでもネ ットワークを広げている。(上)
POT第 1回のイベント。アイスプレーキングという、打ち解けるためのゲーム。(中)
毎月発行しているHAVOT伝言板。活動の報告や予定が書かれている。(下)

「自分たちが楽しめないと、相手も楽しくないと思うんです。だからイベントは楽し
んでやっています」と語る。軽やかな思考をもった自然体の委員長だ。

PROFILE 
石川県生まれの富山大学教育学部4年生。

1997年、 HAVOTのメンバーとなり、ボ
ランティア活動を始める。昨年から、とや

ま若者ネットワーク推進交流事業に参加

動
き
出
せ
ば
、

出
会
い
が
広
が
る

「
何
か
し
た
い
け
ど
、

何
を
し
て
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
若
い
人
た
ち
が
増
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
」
。

徳
村
さ
ん
自
身
も
、

富
山
に
来
て
し

ば
ら
く
は
普
通
の
大
学
生
だ
っ
た
。
友

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

人
に
誘
わ
れ
て
、

ー
プ

H
A
V
O
T
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ

た
の
は
、

一年
生
の
夏
。

H
A
V
O
T
は、

同
宮
市
の
小
学
校

に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
植
え
に
行
っ
た
り
、

障
害
者
の
ス
キ
!
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
た
り
、

デ
イ
ケ
ア
ハ
ウ

念
品
み
~
、

ス
の
訪
問
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

活
動
を
始
め
て
気
が
つ
い
た
の
は
、

人
と
の
出
会
い
が
向
分
を
高
め
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
。

「
い
ろ
い
ろ
な
人
を
知
る
と
、

自
分
の
考

え
が
広
が
る
ん
で
す
」
。

を
発
見
し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
域

を
活
発
に
し
て
い
と
う
。
徳
村
さ
ん
た

ち
は
、
今
年
度
か
ら
、

一
般
の
人
々
も

対
象
に
し
て
企
画
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

実
行
委
員
会
の
名
林
は

f
T
o
m
o
r
r
o
w
」、

実
行
委
員昨「

苧拡:
了プ Pホw 
"_' 0 e 
1 Tト r
¥L 0 0 

徳
村
さ
ん
は
、

q
d
p
」

0

E
I
Jヤ

吋

J

「
イ
ベ
ン
ト
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
の
が

好
き
な
ん
で
す
。
自
分
た
ち
も
楽
し
ん

で
、
参
加
有
も
楽
し
め
る
企
画
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

徳
村
さ
ん
た
ち
が
考
え
た
の
は
、

三

同
の
イ
ベ
ン
ト
。
第

一
凶
は
、

「逢
い
た

い
知
り
た
い
見
つ
け
た
い
』
と
い
う
テ

参
加
者
を
募
集
し
、
キ
ャ
ン

ー
マ
で
、

プ
や
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ
な
ど
を
通

し
て
交
流
を
深
め
よ
う
と
す
る
も
の

。

す
で
に
、
八
月
の
終
わ
り
に
富
山
市
こ

ど
も
の
村
で
開
催
さ
れ
た
。

「
参
加
し
た
人
か
ら
、
今
ま
で
交
流
の
な

か
っ
た
人
と
出
会
え
て
よ
か
っ
た
と
い

う
感
想
を
た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し
た
」
。

第
二
回
は
、
世
界
の
お
菓
子
n

つ
く
り

を
体
験
し
な
が
ら
、
外
同
人
と
怠
見
交

換
し
、
視
野
を
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
阿
で
、

も
っ
と
白
分
た
ち
の
ま
ち
を
よ
く
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
ま
だ
企
画

中
だ
が
、

一
回
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
い
く
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

し、今年は実行委員長として活躍。ボラン

ティアや地域づくり活動を行う一方、小

学校の教師をめざして、勉強にも一生懸

命に取り組んでいる。

県広報t"tきま 1999.10・ 11

そ
ん
な
徳
村
さ
ん
は
、

昨
年
、

と
や

ま
若
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
交
流
事
業

に
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、

若
者
た
ち
の

輸
を
広
、
げ
、

地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
こ
・
っ
と
、

県
と
実
行
委
員
会
が
行
っ

て
い
る
事
業
で
あ
る
。
昨
年
は
、

各
団

体
に
呼
び
か
け
て
、

交
流
や
ワ

l
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
の
企
幽
を
行
っ
た
。

徳
村
さ
ん
は
、

H
A
V
O
T
の
メ
ン

パ
!
と
し
て
の
参
加
だ
っ
た
が
、

n
一A
M

を
始
め
る
こ
と
の
大
切
さ
、

出
会
う
こ

と
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、

自
然
な
気
持
ち
で
参
加
し
た
。

逢
い
た
い
、
知
り
た
い
、
見
つ
け
た
い

何
か
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、

出
会
い
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
。
そ

ん
な
人
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
、

自
分

明
日
の
力
に
な
っ
て
い
こ
う

「富
山
も
石
川
も

一
緒
だ
と
思
う
ん
で
す

が
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
で
見
ら
れ
ま
す
よ

ね
。
で
も
、
若
い
世
代
が
県
内
に
残
っ
て
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
発
に
し
て
い
っ

た
ら
、
も
っ
と
明
る
く
な
る
は
ず
で
す
」
。

昨
年
も
、
富
山
の
ど
と
を
変
え
た
い
か

と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
っ
た
が
、

そ
こ
で
も
い
ろ
い
ろ
な
怠
見
が
出
た
。

「
僕
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
暮
ら
し
ゃ
す

い
“
ま
ち
"
が
、
い
い
“
ま
ち
"
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
心
が
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
な
る
と
と
が
大
事
な
ん
で
す
」
。

ま
ち
に
つ
い
て
も
、
生
き
方
に
つ
い

て
も
、
価
値
観
が
多
綴
に
な
っ
て
き
た
。

だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
、

何
か
を
発
見
し
た
り
、
考
え
を
広
げ
た

り
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

「
P
O
T
に
参
加
し
た
人
た
ち
が
、
自
分

た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、

新
し
い
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
た
ち
は
、
そ

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
ん
で
す
」
。

徳
村
さ
ん
た
ち
は
「
明
日
の
力
」
を

生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る

。
そ
し
て
、

彼
白
身
も
ま
た
「
明
日
の
力
」
な
の
だ
。

。

T
o
m
o
r
r
o
w
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99公募:日本海美術展
(10/24 (日)までl
日本海泊岸地域の作家による公募展。
一般 700円/高・大 500円/小・中 350円

本美術の動勢
ンダストリアル・デザインの新風慣
0/30 (土)~ 12/ 12 (日 )) 
900円/高・大 650円/小・中 450円

「立山に奇草を求めてj
(土)~ 1 l/3 (祝) )
100円/高・大 80円/小・中50円

ベント'99
(土)16 : 00~ 18 : 001 入場無料
から昭和初期の立山・黒部の様子を
やトークを交えて紹介します。
l劇場オルピス(富山駅前マリ工7円
治郎氏・羽田栄治氏

17:00 
月曜(10/11は開館)・祝日の翌日
650円高・大 400円小・中 25ο円

プロジ‘工クトアド‘ベンチャー講座
(10/9 (土)・23(土)13 : 00~ 16 : 00] 
と木の間にロープやワイヤーケーブルを張
したコースが「冒険Jフィールド。

丸は9:30--17:00
月曜(10パ1は開館)・祝日の翌日
般400円小・中 200円

ントリー美術館所蔵

日本のやきもの名品展
(10ハ7(日)まで]
ザントリー美術館の陶磁器コレクションの中
かう、告時代の優品100点を展示します。
一般700円/高・大550円/小・中 350円

いちょう

回一陽展富山展
(10/22 (金) ~ 1117 (日 ) )
一般500円/高・大400円/小・中 250円

18:00 
は無休

14 圃 県広報t-~ま 1999.10

亙富山I.C

巨匠河井寛次郎の世界
(10/7 (木)まで]
一般900円/高・大650円/小・中 450円

中国画展
( 10ハ 2 (火)~ 18 (月)1観覧無料

f日本のわざと美j展
(10/23C土)~ 11/23 (祝)]
一般500円/高・大400円/小・中 250円
0--17:00 
月曜(10パ1、10パ8は開館)・祝日の翌日
設展示観覧料(展示室以外は無料)
般 200円高・大 160円小・中 100円

フィールドウォッチング

11の災害と治水にまつわる史跡めぐり
17 (日)8・50--16:00)要申込
(中学生以上)1，000円/小学生500円

:30--17:00 
⑮ 月曜(10/11は開館)・祝日の翌日
一般 400円高・大 320円小・中 200円
※企画展のみ観覧の場合は無料

歩こう会
(10/3 (日)9 目 00~ 16 : 00 ] 要申込 500円

とやまの木の祭典
(10パ6(土)・ 17日(日)] 
fこどもの城づくりコンテスト」や「山の幸味覚
まつりJなど.木.の良さを見つめ直すイベント

ザイクリング秋の集い
(10パ7(日)]要申込
一輪車 500円/ネオセンチュリーラン 2，000円

自然観察デジ力メ記録
(10/23 (土)1 0 : 00~ 16:00 ] 要申込
ねいの里で昆虫や動植物をデジタルカメラ
で撮影したあと、 情報工房でパソコンを使
ってアルバムをつくります。
参加無料

別企画展「花ひらく縄文文化」
一境A遺跡と三内丸山遺跡一 、

( 10パ 4 (木) ~ 1118 (月 )) 
青森県の三内丸山遺跡の貴重な資料に加え、
新たに重要文化財に指定された朝日町の境A
、自跡からの出土品を一堂に展示し、縄文人の
か芯生活文化を探ります。

編集部から

健康診断で胃の検診車に乗り、バリウム

を飲んでいたら、目の前に本誌裏表紙で

連載している「とやま音のある風景jの

切り抜きが張ってあってピックリしまし

た。検査前にリラックスしてもらおう

という気配りでしょうか。相当者とし

ては、とのような形で皆さんのお役に立

てれば光栄です。ところで、この「とやま

の音風景」について詳しく知りたいとい

う問合せを時々いただきます。本誌で

度ご紹介すればよいのですが、なかな

か都合がつきません。早く知りたいとい

う方は、最寄りの図書館にお出かけくだ

さい。「とやまの音風景J50箇所すべて

を紹介したCDを聴くことができます。

ちなみにCDのナレーションは、テレビ

ドラマ「古畑任三郎jなどでおなじみの

富山市出身の俳優、西村雅彦さんです。

県広報とやまの各世帯配布版(年3同

発行)は、新聞折込で各家庭にお届け

します。また、通常版(年7回発行)は、

次の場所で無料配布するほか、郵送に

よる定期購読も受け付けています。

主な配布箇所

県庁、県刊行物センター(県民会館1

階)、県の各施設、市町村役場、岡持館、

文化ホール、公共温泉施設、ショッピン

グセンタ一、富山市民プラザ、いきいき

KAN(富山駅前CIC5階)、高岡駅観

光案内所、 JR駅(一部)、富山空港、東

京事務所、大阪事務所、名占原事務所

定期購読の申込方法

郵便番号・住所・氏名 ・電話番号・購読

回数(通常版の回数)を明記し、郵送料

として I回当たり 160円分の切手を

同封のうえお申し込みください。

※購読期間中は、通常版 ・ 各1引t~版の両方を郷

送しますが、郵送料の負担は通常版の分だけで
結構です。

あて先

〒930・8501(住所不要)富山県庁広報課

「県広報とやま」定期購読係

8月号プレゼント当選者

園和紙おわら切り絵うちわ

木下琴恵さん(富山市)、佐脇幹夫さん(高岡市)、

金川美紀さん(滑川市)JII本博美さん(大島町)、

井上久子さん(庄)11町)

教えて健康パーワ Q&A

とやま健康パ ークでは一人ひとり に合 っ た健康づくり が 楽しめると

聞 きましたが 、どのようなもので しょ うか。 (40代、女性)

- 健康パークでは、皆さんの健康状態に合わせて、図のような 5つのメニュー

を用意しています。備え付けのコンビュータで自分の血圧や体調などを入力す

ると、それに合ったメニューが提案されます。いずれも経験豊かなインストラ

クターが丁寧に説明しますので、これまで本格的な運動をしたことがないとい

う方も大丈夫。どうぞお気軽に健康づくりをお楽しみください。

健康づくり体験ツアー ※赤字のプログラムは有料です。

【汗かきツアー(体力の保持増進のためのフロクラム

Lエンジ、ヨイツアー(楽しさ、気持ちよさを重視したプログラム
-・・砂

・・・砂

liI七レス・疲労回復ツアー(心身の疲労回復のためのプロクラム

園.....[弘法
(ナイスミドルツアー(生活習慣病予防のためのブロク‘ラム子 E 

属品 圏 ・・・惨|…運動
・・・砂|水中ウ才一キング

:はつらつツアー(高齢者を対象とした生活体力維持のためのプログラム

.問合せ・ご意見は、とやま健康パークまで

ft 076 (428) 0809 

とやまの情報お伝えします! [10月の県政番組]※タイトルは、いずれも仮題です。

こんにちは寓山県です北日本放送テレビ
毎週日曜日:00-11:30

3日デザインによる産業支援

10日遼寧省との友好15周年

17日ふるさと探訪(砺波市)

24日 NEAR21(北東アジア経済交流EXPO)

31日介護保険

とやま超発見! 富山テレビ
フォーカス・イン2 毎週日曜 9:00-9:30

3日スカイスポーツ

10日 2000年国体に向けて

17日ローカル列車で行こう

24日道の駅 Partu 
31日とやまの畜産

富山見たモン勝ち チューリップテレビ
第4日曜 10:00-10:52

: 24日富山の城跡

とやま県間録 FMとやま
毎週月曜~木曜11:30-11:40
毎遇土暗 11:30-11:55 

このほか、県からのお知らせは、新聞広報や

インターネ ットでもお伝えしています。

・新聞広報「県からのお知らせ」

毎月第二 ・最終土曜日の、北日本・読売 ・富山・

北陸中日・朝日 ・毎日の各新聞朝刊に掲載

※掲載日は変更される場合があります。

・富山県ホームページ

http://www.pref.toyama.jp/ 

ご応募お待ちしています。
E応募方法

ニア

NEAR21展示商談会に企業が参加する北東アジア4ヵ国

はどこでしょうか。

「中園、モンゴル、韓国、OOOJ
とお答えください。

→答えは特集を続めばわかります。

ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、職業と、

本誌の感想・入手方法を記載。

あて先/干930・8501(住所不要)

富山県庁広報課「県広報とやま10月号Jクイズ係

締切/11月4日(消印有効)

正解者の中から5名の方!こ、 9.10ページで紹介したグUーンパーク吉峰の
天然温泉「ゆ~ランド」ペア入浴券をプレゼントします。

次回は11月・12月合併号(通常版)として、 11月10日に発行の予定です。

県広報と哲彦 1999.10・13



澗
同
副
知
作
・
3
m
w

ひ
そ
や
か
に
、
深
く
、

自
然
に
抱
か
れ
て
。

Vol.17 
菅沼合掌集落の虫の声と庄川のせせうぎ

・上平村

リ

!
。
軽
や

か
に
鈴
を
振
る
よ
う
な
虫
た
ち
の
声
が
、
高
く

余
韻
を
残
し
、
重
な
り
合
う
。
茅
葺
き
の
合
掌
屋

根
が
寄
り
添
う
よ
う
に
並
ぶ
菅
沼
合
掌
集
落
。

こ
こ
で
は
、
秋
は
駆
け
足
で
深
ま
っ
て
い
く
。

険
し
い
山
並
み
と
峡
谷
を
持
つ
五
箇
山
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
集
落
は
庄
川
が
形
成
し
た
わ
ず
か

な
平
畑
一地
に
つ
く
ら
れ
た
。
右
岸
に
ひ

っ
そ
り

と
た
た
ず
む
菅
沼
集
落
は
、
北
か
ら
東
に
変
わ

る
流
れ
に
優
し
く
包
ま
れ
て
い
る
。

か
つ
て
は
、
ど
の
集
落
に
も
合
掌
造
り
の
家
屋

が
並
ん
で
い
た
。
ア
マ
や
ソ
ラ
ア
マ
と
呼
ば
れ

る
屋
根
裏
で
は
養
蚕
を
行
い
、
床
下
で
は
火
薬

え
ん
し
よ
う

の
原
料
と
な
る
塩
硝
を
作
り
、
土
問
で
は
和
紙

す

を
漉
い
た
。
急
勾
配
の
屋
根
に
美
し
く
映
え
る

切
り
妻
の
白
い
障
子
は
養
蚕
の
た
め
の
阿
弥
光
窓
、

合
掌
造
り
は
自
然
と
生
活
が
調
和
し
た
機
能
的

な
構
造
を
し
て
い
る
。

茅
は
、
ほ
ぼ
二
十
年
ご
と
に
葺
き
替
え
ら
れ
る
。

十
月
の
中
旬
に
は
刈
り
取
り
が
始
ま
り
、
秋
晴

れ
の
日
、
男
た
ち
は
屋
根
を
茸
き
、
女
た
ち
は
ゆ
い

茅
を
送
る
。
集
落
の
人
々
は
こ
の
作
業
を
、
語
」

と
呼
ぶ
助
け
合
い
で
行
っ
て
き
た
。
合
掌
造
り

は
、
人
と
人
を
も
結
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

厳
し
い
自
然
と
風
土
に
、
知
恵
と
や
わ
ら
か
な

心
を
持

っ
て
生
き
て
き
た
人
々
。
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
今
も
、
人
々
は
静
か
に
自
然
と
と

も
に
暮
ら
す
。
祈
る
形
と
も
ユ一一口
わ
れ
る
合
掌
集

落
は
、
無
心
に
天
に
祈
り
続
け
て
い
る
。

、

.，aノ
、
『

E'

※
県
内
五
十
箇
所
の
「
と
や
ま
の
音
風
景
」
を
収
録
し
た
C
D
は

市
町
村
図
書
館
な
ど
で
お
聴
き
に
な
れ
ま
す
。
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